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サ-ビス座菜の隆盛がいわれ 斜道菜も高度怖報サービスをペー

スとして,はじめて臓'#のニーズに答えうるとされている.それら

は,必然的に知識化の方向に向かい,知識をサービスするための瑚

J丸 特にインタフェースの東野作が指摘されている.

新しいサービスを作り出すためには,サービスとして何を提供す

るかに始まって,受けたいサービスに対する分取 サービス受け渡

しのためのインタフェース横柄について,統合化されたシステムと

して企伸し,設計されなければならない.

サービス概念の適用作が,ソフトウェアの世界で示された例とし

ては,クライアントサーバモデルやOSlの応川眉での連合制御サー

ビス要素 (ACSE)などあげられる.そこには,集中から分散への

ダウンサイジング化.拡張と適応へのオープン化,知識の共有への

ネットワーク化の3利口に必づく技術の社会化現象が深く関係して

いよう.

社会化は多数の人々に役立つことを前艇としているが.今後の

サ-ビスは.最大公約数的サーLJスから,個人の自己実現に寄与す

ることを.巾心に考えて研究掬発されなければならない.偶々の緒

品からシステムに至るまで.発くべき軌 ､で,ディジタル化 パー

ソナル化が池んだが.分散,適用性,知識化についての偶人の自己

'R朗への化膿の点では今一歩の感が否めない

このJRを打開するためには,自己実現性について評価を行いうる

ような感性モデルの研究がぜひ必要となる サービスの品質は,文

化的環境のもとに,個々の人間の感作によって,人間とシステムと

の盤合性が,まず評価されると考えられる.従って.感性の傭報的

側耐 =よって,サービスの在り方の企画設計が行われなければなら

ない

学会のu的は,悶fT学および情報通lLiに例する碑頃の調査研究

および知識の交換を行って.それらの振弗を関連/Jl野まで広くサー

ビスすることにあるといえる.それは.学問,技術の根幹部分に戎

任を負っていることを意味する,そのための学会サービスとしては.

'71問技術の方向性を示し,それについての知慮サ-ビスを会員の自

己尖別に対して寄りすることをJ.6本に学会の在り方を広い税15から

検討し.分取 閑帆 ネットワークの観点からバランスの良いサー

ビスの断層的な実現を行う必要性が感じられる.


